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会長時間

会長 南條 泰

会長時間です。皆さんは八月六日はどのように過ごされましたでしょうか。広島人にとっていつまでも忘れる

事が出来ない、いや、忘れてはいけない日ではないでしょうか。

しかし、全国から平和公園に集まり平和について本当に考える人が何人おられたでしょうか。この日がお祭り

になりつつあると感じる事があるのは私だけでしょうか。団体を誇示する数々の幟りや団体旗各県の旗こんな

ものは不要です。広島人は静かに一人ひとり祈りこの日を迎えたいと思いませんか。

先週は戦争と平和と題して一つの提案・考え方を学びました。深く考えさせられた卓話でした。ロータリーク

ラブは政治には介入はしませんが、平和に関心を持ち討論するのは自由です。各委員会・同好会で炉辺会

議を持たれたらいかがでしょうか。これがロータリーアン 一歩 前へ の考えです。

以上、心ゆたかなロータリアン になるために。

今回の例会（８月２４日）

来賓卓話

広島経済大学

興動館 副館長・教授 中村 克洋 様

次回の例会（８月３１日）

来賓卓話

山本 綾香 様

出席報告
（渡部幹事）

8月10日(水)出席者

会員総数 39名

出席会員 33名

欠席会員 6名

ご来賓 1名

ご来客 1名

ゲスト 0名

来客者紹介
（南條会長）

8月10日(水)出席者

益田ＲＣ 1名

幹 事 報 告 （渡部幹事）

■出席報告

■お知らせ

・ 2011-2012年度地区大会本登録のご案内とプログラムを配

布しております。ご回答は回覧にてお願い致します。

・ 創立２１周年記念例会のご案内を配布しております。

ご回答は回覧にてお願いいたします。

【と き】 ９月１４日(水) １８：３０～

【ところ】 リーガロイヤルホテル広島３階「宮島の間」

・ 次週８月１７日(水)の例会は、休会となっておりますので、

ご注意ください。

・ ８月１２日(金)から８月１７日(水)は事務局お盆休みとなって

おりますので、よろしくお願い致します。

【例会】 毎週水曜日(12:30～13:30) ／ リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町6-78） ／ 082-502-1121

【会長】南條 泰 【事務所】広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13F 【TEL】082-221-4894
【幹事】渡部 邦昭 【ホームページ】http://www.ryohoku-rc.jp/ 【FAX】082-221-4870



2011年8月24日(水)発行 [page 2]

来 賓 卓 話 （１／２）

『東アジアにおける日本と台湾』

県立広島大学 地域連携センター

助教 上水流 久彦 様

１．中華民国と中華人民共和国

（１）中華民国≠台湾

エピソード① 若者が作成した台湾建国１００年に怒る老人

１９１２年１月１日 中国国民党が清朝を倒して中華民国成立

（南京）

中華民国の領土は中国本土も含む（憲法規定） 首都はこの前

まで南京

（２）国共内戦と中華民人民共和国成立

①国共内戦―中国国民党と中国共産党の争い→国民党の敗北

②１９４９年 中華人民共和国成立→国民党は台湾へ

（３）国民党と共産党の争い

国民党→反抗大陸 共産党→台湾奪還

↓

共通点 根本的国家観：台湾を含めて中国はひとつ

問題：誰がその統一された中国を統治するか

（４）両岸関係

断絶（1950年～1980年代）→限定された接触（1980年代～2000年代半ば）→

激しい対立（2000年代半ば）→一層の開放（2010年前後～ 観光客、直行便開始）

２．台湾と中華民国

（１）本省人と外省人 1945年の台湾の接収は国民党が！

外省人→戦後台湾に来た漢族やその子孫（約１３％） ＊全人口約２３００万人

本省人→戦前から台湾にいた漢族やその子孫（約７５％）

＊残りの約２％は先住民

（２）省籍矛盾

①外省人の中央意識と本省人への蔑視（日本の奴隷になっていた）

②本省人の外省人への蔑視（犬が去って豚が来た）

③２・２８事件の発生→国民党の独裁国家 約40年間の戒厳令、白色テロ

（３）1990年代からの台湾化（本土化） 李登輝の登場と台湾人意識の浸透

①独裁から民主化へ→政治の本土化 民進党の承認、国会議員の改選など

1987年 李登輝本省人初の総統（大統領）誕生

1996年 大統領の直接選挙 李登輝当選

②教育の本土化→中国中心から台湾中心へ 『認識台湾』の登場

③文化の本土化→自分たちの文化を大事に！ 中国との違いの強調のための日本

（４）政権交代

①国民党独裁 1945年～1990年代前半

②国民党統治 1990年代半ば～2000年

③民進党統治 2000年～2008年 陳水扁大統領時代 台湾独立の主張

「ひとつの中国」の打ち壊しへ→両岸関係の緊張

④国民党統治 2008年～現在 馬英九大統領（外省人）

「ひとつの中国」の理念堅持へ →両岸関係の緊張緩和へ

＊２０１２年に大統領選挙 五分五分の選挙状況
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来 賓 卓 話 （２／２）

３．日本と台湾、そして中国

（１）親しき隣人としての台湾

①植民地統治に対する認識

②東日本大震災への支援：約１６０億円 震災翌日の救援隊の派遣

③尖閣諸島や靖国神社：一部の反対派

（２）親日台湾像の裏側

①対中政策における重要な日本

②台湾独自性としての日本の統治

③国民党への嫌悪感との裏表

（３）国交がない台湾

①世界の孤児 国交があるのは２３カ国

1972年 日本、1979年 アメリカ、1992年 韓国と国交断絶

②怖共症としての日本

・留学生支援金問題 ・救援隊問題 ・国際大会でのチャイニーズ台北

・外国人登録問題

↓

騒ぐ国家であるほうが良いのか？

（４）日本と台湾の関係に必要なこと～日本側において

台湾を知る、認める、語る！

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：SMILE BOX

石川貴与和 君

会議の為、早退をさせていただきます。 当日計 2,000円 累計 186,000円


